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はじめに

徳島大学ゲームクリエイトプロジェクト

はゲーム開発を通じてプログラミング等の

専門技術と社会人基礎力の向上を目的とし

て活動している。目的達成のために大規模

なゲームコンテストでの第一審査通過、ま

たはノミネートを 年度の目標として掲

げ、日々ゲーム開発を行っている。

年度および 年度にかけて、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により、

本プロジェクトでは、オンラインをメイン

とした活動を行ってきた。本発表では、そ

の成果と反省について述べる。

オンライン活動への移行

年度のゲームクリエイトプロジェク

トでは、感染症拡大の影響により制限され

た対面でのコミュニケーションの欠如が原

因でゲーム開発の進行の遅れが生じてしま

った。その結果、余裕の持ったゲーム開発

が行えずブラッシュアップを十分に行うこ

とが出来なかったため、コンテストでの結

果が振るわなかった。そのため、 年度

はオンラインでのコミュニケーションにつ

いて以下の点を重要視しながらゲーム開発

に取り掛かることにした。

つ目は会議の習慣化である。 年度

は要件があった場合のみ臨時会議を開催し

た。しかし、日程が直前で決まると出席で

きないメンバーも出現し、その結果会議の

内容が十分に伝わらない、さらには会議に

対して疎遠になってしまう人も見受けられ

た。そのため、最低週に一度会議を開くこ

とをあらかじめ決めておき、会議に参加す

ることを義務づけた。そうすることでゲー

ム開発から疎遠になる人の出現を抑えた。

また、成果報告についても習慣化しこまめ

に行うことで、課題が生じたときにすぐに

軌道修正を試みることが可能になった。

つ目は会議の視覚化である。オンライン

会議の最大のデメリットとしてリアルタイ

ムでの情報やアイデアの共有が困難である

ことが挙げられる。このことはゲーム開発

において致命的で、ゲーム企画のアイデア

の議論や などの視覚的情報の共有などが

スムーズに行えないことが問題であった。

そこで複数人がリアルタイムで閲覧・編集

が行える文書作成ツールである

を使用することで議論した内容を

正確かつ効率的に共有することが出来た。

図 に の使用例を示す。

図図 のの使使用用例例

これらを意識することで 回の会議時間

を 分以内に抑えることが出来、作業に専

念できる時間が増加した。 年度の会議

時間について 回 時間以上行われること

も少なくなかったため、とても効率よく開

発が行うことが出来るようになった。

また、現在ビジュアルコラボレーション

プラットフォームである を試験的に使

用して会議を行っている。このツールは一

つの広大なキャンバス上で、付箋を貼った

り絵を描いたりなどオンラインでホワイト
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１．はじめに 

本発表は，発表者が担当する 2021 年徳島大学

前期教養教育科目「ことばと社会」において取り

組んだ言語地図作成の試みについて実践報告を

行うものである。

言語地図とは言語地理学的研究において言葉

の地理的な分布を把握し，言語変化の歴史的変遷

の解明や，伝播の状況を明らかにするための資料

として作成される地図である。その言語地図の作

成方法は手書きの時代を経て，Adobe Illustrator
（CS2 ～CS5 ）や Arc GIS（GIS：Geographic 
Information System）等，コンピュータを利用した

描画が行われるようになったが，それらが高額で

あったり，専門性の高い機能を備えたソフトであ

ったりすることから，作業環境の確保と操作方法

の習得という点において取り掛かりにくいとい

う課題がある。一方で，一連の言語地図作成作業

を経験することは，方言語形の分布を地理的な位

置と結び付けながら把握するだけでなく，言語デ

ータの整理にあたり音韻論・形態論・語彙論・意

味論など様々な観点からの分類・分析を通じて，

音韻変化・類推など言語変化のパターンを実地に

学ぶことができる（福島 2008）。初年次学生を中

心とした教養教育科目において言語地図の作成

を実施することで，方言研究に関心を持つきっか

けとすることができるほか，一連の作業を通じて

言語データ整理に必要な分析力の養成と汎用的

なパソコンスキルの向上を図ることが可能とな

るなど，一定の教育効果が期待できる。

そこで，プレゼンテーション用ソフトとして広

く利用されている Microsoft Office の PowerPoint
を利用した言語地図の作成環境を整備し，言語地

図作成ツールとしての活用を試みた。受講生の意

見等を踏まえつつ取組の利点や課題を整理し，今

後の教育実践に繋げたい。

２．授業構成 

発表者が担当した授業「ことばと社会」は教養

教育院科目で，全学部・全学年を対象としている。

2021 年度前期の受講生は全体で 64 名であり，学

部学科の内訳は表 1 の通りである。

初回のオリエンテーションと 1 回の休講，最後

の総括を含めた 16 回の授業のうち，最初の 10 回

についてはオリエンテーションと，言語地図作成

に必要な基本的な方言学や日本語学に関する知

識の概説的講義を実施した。後半の 5 回を言語地

図の作り方・解釈の仕方等に関する演習式講義と

した。コロナ対応が求められた期間と重なったた

め，最初の 10 回は完全な同期型オンライン形式

（Zoom）で授業を行った。11 回目以降はデータ

整理方法やパソコン操作の演習が中心であった

ことから，大学に許可を得て感染対策を講じた上

で，教室での受講とするかオンラインで受講する

かを自由に選択できる方法をとった。教室での受

講を選択した学生は 8～22 名程度と受講生のご

く一部であったが，授業時間外にアポイントを取

り，発表者の研究スペースを訪問し，直接指導を

求める学生もおり，その都度個別に対応を行った。

表 1 「ことばと社会」受講生数と所属内訳 

学学部部 人人数数((人人))

　医学部 8

　歯学部 15

　生物資源産業学部 1

　総合科学部 27

　理工学部(夜間主含む) 13

合合計計 6644
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これらを意識することで 回の会議時間

を 分以内に抑えることが出来、作業に専

念できる時間が増加した。 年度の会議

時間について 回 時間以上行われること

も少なくなかったため、とても効率よく開

発が行うことが出来るようになった。

また、現在ビジュアルコラボレーション

プラットフォームである を試験的に使

用して会議を行っている。このツールは一

つの広大なキャンバス上で、付箋を貼った

り絵を描いたりなどオンラインでホワイト

ボードとして利用することが出来る。さら

なるコミュニケーションの円滑化と議論の

活性化を見込むことが出来る。図 に実際

の 使用例を示す。

図図 『『 』』のの 会会議議のの様様子子

新入生について

年度は、突然の新型コロナウイルス

感染症拡大の影響によりオンラインでのコ

ミュニケーションが余儀なくされたため、

を用いたコミュニケーションになれてい

ない者が放置される事態があった。その結

果、新入生 人中 人がプロジェクトから

脱退した。

年度、新入生として本プロジェクト

に 人と 年度と比べて 倍以上の者

が参加した。にもかかわらず、 月時点で

辞退したメンバーは 人であり多くの新入

生は活動を継続している。

例年、新入生の活動は以下の通りであ

る。

⚫ 勉強会

⚫ 新入生ゲーム制作

⚫ ゲームジャム

これらの活動を行うにあたって、今年度

は、以下の 点を心掛けた。

つ目は課題を途切れさせないことであ

る。出来る限りプロジェクトに参加させる

ことでプロジェクトメンバーであることを

自覚させるとともに技術力の向上を試み

た。表 に新入生の前期中の活動を示す。

つ目は横のつながりを大切にさせること

である。学生プロジェクトにおいて重要な

こととしてメンバー間の関係性を深めるこ

とが挙げられる。これまでの継続学生の傾

向より、特に同学年のメンバーのつながり

が深いと、プロジェクトに対する参加意欲

が高まると考えた。そのため、 年度は

新入生全体でゲーム制作を行った。人数が

多いため複数グループに分ける必要があっ

たが、協力し合って全グループ制作を完遂

することが出来た。上級生は、質問対応の

みを行い、実質的な作業の参加は一切行わ

なかった。指示待ちではなく、自分たちが

考えて必要な時に先輩のサポートを受けら

れるという形は、積極性を育成することに

つながり、プロジェクト活動への自発的な

参加を促すことにつながった。発表では、

このアンケートの結果も報告する。

表表 新新入入生生のの前前期期中中のの活活動動

内容 期間 詳細

勉強会

～

ゲームが作れる程度の知

識と技術を部門ごとに行

った。

新入生

ゲーム

制作

～

勉強会で学んだことを生

かしてゲーム制作を企画

からすべて新入生のみで

行った。

ゲーム

ジャム ～

新入生と上級生と混同で

週間でゲーム制作を行

った。

まとめ

コロナ禍において対面での活動ができな

いということは、プロジェクト活動の進め

方を再度考える大きなきっかけとなった。

しかしながら、ゲーム制作の点において

は、オンラインでの情報共有などより、積

極的に活動に参加できるシステムを構築す

ることが可能であることがこの 年の活動

を通して実感することができた。また、人

数が増えた中での離脱者の縮小、制作の進

捗が問題なく行えたことは、今後の多様化

する働き方に自分たちで解決策を見出す自

信ともなった。今後は対面とオンラインで

の活動をうまく両立させて活動したい。

ポスター発表P⑨　13：30～14：00

COVID-19対策が日常となった 2021年度歯科補綴学実習の評価 

細木 眞紀，西川 泰史，生田目 大介 大島 正充，井上 美穂，

小澤 彩，新開 瑞希， ， ，

吉原 靖智，大倉 一夫，鈴木 善貴，松香 芳三

徳島大学大学院医歯薬学研究部

１．要旨

対策を実施することが日常となり，デ

モンストレーション方法の変更や，実習机へのア

クリル板パーティションの設置など，各種対策が

施されている．その対策に関する学生の評価を，

学生に実施したアンケート調査結果により検討

し，今後の 対策や実習において効果的

な指導方法を探索した

２．緒言

我々は歯科補綴学（冠橋義歯学）の実習を担当

している．実習のわかりやすさや実習書のオンラ

イン化の評価，学生のニーズなどについてアンケ

ート調査を行い，本カンファレンスで報告すると

ともに，次年度の実習に改善を加えてきた．昨年

度より影響は少なかったものの，今年度も

対応のため，休講期間があり，実習現場も感染

症対策を徹底した上で，３つの密を避けるように

工夫する必要が生じていた．本研究の目的は，実

施した実習方法の効果と今後の問題点を抽出す

るために，学生に を利用した無記

名アンケート調査を行い，効果的な指導方法につ

いて検討することである．

３．方法

実習開始前に実習書の実習実施予定ページの

印刷および準備物の把握を学生に依頼した．また，
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